




給湯機器の温度設定は93℃以下で使用してください。
※水栓が破損し、ヤケドや家財を濡らす恐れがあります。

修理技術者以外の人は水栓を分解したり、修理したり
しないでください。
※ケガをしたり、故障・破損の恐れがあります。

熱湯を出しながら吐水口を動かさないでください。
※熱湯が飛び散り、ヤケドをする恐れがあります。

本体がガタついた状態で使用しないでください。
※水栓が破損し、ヤケドや家財を濡らす恐れがあります。

定期的に配管の漏水やガタツキがないか確認してくだ
さい。
※部品破損によりヤケドやケガをしたり、漏水で家財な
どを濡らす財産損害発生の恐れがあります。
電気温水器との組み合わせや他要因により、水栓金具
が振動し続ける状態では使用しないでください。
※熱湯が飛び散り、ヤケドをする恐れがあります。

給湯配管やカウンター下の給湯配管に直接触れないよう
にしてください。
※ヤケドをする恐れがあります。



吐水口の先端に止水機能付きの浄水器（浄水器で水を
出したり止めたりできるもの）などは、取り付けない
でください。
※水栓からの漏水や､給湯器側への逆流の恐れがあります。

ハンドルを急閉止させると、配管から漏水を起こす恐
れがありますので、ゆっくり操作してください。
※漏水で家財などを濡らす財産損害発生の恐れがあり
ます。
キャビネット内の物を出し入れするとき、給湯配管に
引っ掛けるなど、配管に無理な力が加わらないように
してください。
※給湯配管の外れや損傷による漏水の原因になります。

凍結の恐れがある場合は、水栓周囲の温度が氷点下に
ならないようにしてください。
※水栓が凍結すると部品が破損し水漏れの原因になり
ます。配管部などに保温材を巻いてください。
　凍結による破損は保証期間内であっても有料修理に
なります。



熱湯を出すときに
使います。

熱湯が出ます。
吐水口

※フレキシブル管は本商品には含まれません。
フレキシブル管



熱湯を吐水・止水する

●熱湯が出ますので、十分に気をつけて操作してください。
※ヤケドをする恐れがあります。

●使用する前にハンドル全開で5秒以上熱湯を流し、吐水状態が安定
することを確認してください。
※電気温水器内の空気を巻き込み、吐水が乱れてヤケドをする恐れがあります。

●吐水口の下に手を出さないようにしてください。
※ヤケドをする恐れがあります。

●ハンドルを操作する際は、本体を触らないよう注意してください。
※本体が高温になっており、ヤケドをする恐れがあります。

●ハンドルはゆっくり操作してください。
※急に止めると漏水の原因となります。

ハンドルを反時計回りにひねると熱湯が出ます。
ハンドルを時計回りに戻すと熱湯が止まります。



吐水口部を回す

●吐水口部を回す際は、本体を触
らないよう注意してください。
※本体が高温になっており、ヤケドを
する恐れがあります。

●吐水口部をシンクの外に飛
び出さないように納めてく
ださい。
※ヤケドやケガ
をしたり、家
財等を濡らす
財産損害発生
の恐れがあり
ます。

吐水口部を回して、お好みの位置で使用することができます。
※品番によっては、図と現品の仕様が一部異なります。



いつまでもご愛用いただくために普段のお手入れは、次のことに注意してください。
●水栓の表面の汚れはやわらかい布でふき取ります。汚れがひどいときは、適当に薄めた中性洗
剤を含ませた布でふき取り、そのあと洗剤が残らないように水ぶきします。

●水栓の表面を傷つけたり、浸したりする恐れの
あるものは使用しないでください。



●水まわりの水漏れがないか点検してください。
●見えない部分は特に注意が必要です。
　（洗面台・キッチンキャビネット内）
※劣化・摩耗などで部品が破損し、ケガをしたり、
水漏れして家財などを濡らす財産損害発生の恐れ
があります。
水漏れしている場合は、止水栓または元栓を閉め、
お求めの取付店・販売店または LIXIL修理受付セ
ンターへ修理をご依頼ください。

●ときどき吐水口部を回してください。
※吐水口部を長時間回さずに使用すると、回転部に
水あかなどが付着し、回りにくくなります。無理
に回そうとすると、配管に負荷がかかり、水漏れ
の原因になります。

動きが悪い場合は、お求めの取付店・販売店または
LIXIL修理受付センターへ修理をご依頼ください。

水まわりの水漏れ（年2回以上）

水栓本体のガタツキ（年2回以上）

吐水口部の操作性（月1回以上）



摩耗劣化する部品交換のお願い

定期的な点検・部品交換のめやす

●部品が摩耗・劣化すると水漏れ等の原因になりますので交換が必要です。
●摩耗劣化する部品の例（水栓の種類によって異なります）
例）ハンドル、パッキンなど
●部品の交換については、お求めの取扱店またはLIXIL修理受付センターにご依頼くださ
い。製品状況により、摩耗箇所以外の部品交換も必要な場合があります。
　※保証期間外の各部品交換は、有料になります。

使用年

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12

買換え
ご検討

お 客さま に よ る 日 常 の お 手 入 れ ・ 点 検

消 耗 部 品 の 交 換

摩耗劣化部品の交換(逆止弁は3年～5年）

ハンドル

パッキン

パッキン

台座

締付ナット



給湯器から十分な温度のお湯がきています
か？

希望の温度の湯が
出ない

給湯器の設定温度を確かめる。

締付ナットを増し締めします。

ハンドルが緩んでいませんか？

パッキンがもろくなっていませんか？

ハンドルがガタつく ハンドルを取り外し、ビスを増し締め
して、ハンドルを水栓本体にしっかり
と押し込みます。

ハンドルの表示が
ずれる

ハンドル取り付け角度の調整を行いま
す。

水栓から水が漏れる 取扱店に連絡してください。
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以上の確認を行っていただいても問題が解決されない場合は、止水栓を閉じ、取扱店
または LIXIL修理受付センターまでお問合せください。



調整前
(一例)

調整後
9°きざみでの
調整が可能です

ハンドル内側の溝と
本体内部の溝を合わせる

ハンドル側

内部部品

合わせる

ハンドル 内部部品

ハンドル取り付け角度の調整
ハンドル表示にズレが生じた場合は、ハンドルを付け直すことで角度を調整できます。

ハンドルを開にして、機器内の湯が
水になるまで流し続ける。

止水栓を閉じる。（右いっぱいに回す）

水栓本体を押さえながら、ハンドルを引き抜く。

ハンドルのグリップ部の向きを合わせて、水栓本体に付け直す。

水になるまで
流し続ける

引き抜く

ハンドル
水栓本体

●ハンドル内側の溝と
内部部品の溝を合わ
せて挿入する。

●内部部品のOリングにオイルや
グリスをつけないでください。
　※ハンドルが外れやすくなります。
●内部部品のOリングに傷をつけ
たり、ゴミかみがないよう注
意してください。

　※ハンドルが外れやすくなります。



●当社は、当社取扱商品のユーザーさま及び流通業者さま等の個人情報を商品納入にあたって取得し、将来にわ
たる品質保証、メンテナンス、その他当社プライバシーポリシーに記載の目的のために利用させていただきます。
個人情報の取り扱いについての詳細は、当社ホームページの「プライバシーポリシー」をご覧ください。



水道水（※1）使用可能水質

使用最高温度

使用環境温度

給水給湯接続

圧力条件

取付条件

備考

95℃以下

－20℃～40℃（※2）

PJ1/2

0.05MPa（流動圧）～0.085MPa（静水圧）

水栓取付穴：φ24±2mm

飲料用電気温水器以外の給湯機器との接続はできません

カウンター厚：5～30mm

※1：水道法に定められた飲料用の水質基準に適合する水をいう。
※2：ただし、内部の水を凍結させないでください。
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MEMO



無効


